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北海道大学総合博物館研究報告 1号 召ulletinof thc Hokkaido Univcrsity Museum No.l， March 312003 

1993年サハリンにおけるウスチアインスコエ遺跡の調査

山浦清

Archa己ologicalResearch at the Usti-Ainskoe Site， Sakhalin in 1993 

YAMAURA Kiyoshi 

We excavated a small area of the Ustト AinskoeSite in 1993. We found a pit dwelling， which 

was partly destroyed by the changes in the course of the Ainskoe river. Judging from the pottery 

discovered there， the dweIIing dates back to th巴 periodof Susuya pottery and Esutoru pottery 

types. The ground plan of the dwelling， the positions of the post-holes and the location of the 

fire place are similar to those of the Okhotsk Culture dwellings. They indicate that the Susuya 

and th巴Esutorupeople had close cullural relations with the Okhotsk culture people. 

調査の背景 (Fig.l)

ここで報告するのは， 1992-1993年度トヨタ

財団研究助成によって実施したサハリン州ウス

チアインスコヱ遺跡における発掘調査の概要であ

る。調査には，日本側から報告者以外に前田 瀬・

石田肇・西本豊弘・加藤博文・松本建速氏らが，

ロシア側からは 3 ゴルヴェフ.A.ワシリェフス

キー氏らが参加した。実際の発掘調査は 1993年

8月 14Bより 23日にかけてである。我々の大き

な関心は，オホーツク文化がいかに成立したか，

その過程の解明であった。そのためにはサハリン

島における鈴谷式期あるいは恵須取式期とされる

時期の文化内容の把握が，最も重要なポイントで

ある。さらに大局的な観点からするなら，アニワ

湾沿岸部より，より北の地域で調査を行う必要が

あると考えていた。また 1991年 8月，木村英明

氏を代表としたサハリン島一般踏査の際d 山浦・

前田はウスチアインスコエ遺跡を訪れる機会を得

た。その際，今回報告する地点が，我々の関心に

答えてくれる可能性を持つ遺跡と考えるに到って

いた。

2 遺跡の概要 (Figs.2-5)

当遺跡はサハリン島西海岸，サハリン島の最も

くびれた部分から北へ 50kmほど行ったクラスノ

ゴルスク(1日:珍内)の北にある。すなわちアイ

ンスコエ湘(1日:来知志湖)と海の関に形成され

た長さ 101m以上の砂州上には多くの竪穴が確認

されている。この砂州の幅はおよそ 500mほどで

あり， 3， 4列の砂丘列が認められる。アインス

コエ湖から流れ出たアインスコエ)11( 1日:来知志

川)は 5kmほど南流し，クラスノゴルスクの市

街から海に注いでいる。発掘地点は，その111が湖

から流れ出る地点に近く，その北・東側は河川!浸

食を受けている。当遺跡に関しては，第 2次世界

大戦以前には，伊東信雄・新開武彦氏らが調査を

行っており，戦後においては 1972年にシューピ

ン氏らが調査されている。

3 検出された竪穴住居 (Figs.6-8)

断面閣に見られるとおり，本竪穴は表面的には

平坦である。ただし 5層有機物層とした層中に

は，畳あるいはむしろ状のものが含まれており，

かつては 6層を表土として，窪んだ状態であった

と考えられる。竪穴北側・東側は来知志)1/によっ
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て浸食を受けているが，東西 4.9m，南北 4.25m

ほどの部分が残存していた。西壁にやや近いが，

23cmほどの深さの緩く窪んだ部分が炉とされよ

う。そこから多くの土器片が検出された o 西端

部の柱穴(深さ 31cm)，それと炉祉を中心として

対称的な位置にある柱穴(深さ 88cm)を結ぶ線

が竪穴中軸線とすると，本来の南北幅は 6.8mと

推定される。海側へ向かう西壁が，やや外側に張

り出している点は興味深い。側溝がめぐり，さら

に南壁から1.5mほど離れて柱穴が検出されてお

り，これらはあるいはコの字形に竪穴を区画する

かとも推測される。こうした諸点は，オホーツク

文化の竪穴住居を想起させる。

4 検出された遺物 (Figs.9ベ1)

竪穴住居出土の土器には数点は混入と考えら

れるものもあるが，多くは当堅苦穴床面出土であ

る。 口頭部文様の特徴から大きく 2群に細分さ

れる。 I群は縄線文を持つものである。 1-14が

これに属する。 1-11・14は口縁部片， 12・13

は鋼部片。 9は口唇部近くに櫛歯状の刺突文を，

10は縄線文の下に爪形刺突文を持つ。 11は口唇

近くに貫通孔列を有し，さらにハの字形に櫛目

文が施されている。 II群は織田文を持つもので

あり， 15-23がこれに属する。 15-20・22は口

縁部片， 21. 22は腕部片。 19・20は櫛白文以

外に，円形あるいは逆 U字形の刺突文を併用す

る。上記以外，次のようなものがある。すなわ

ち， 24は口縁部片，三角形の刺突文を持つ。口

唇部に縄文を有する。 25も口縁部片，型押文

の一種とされるが，原イ本が特徴的である。 24・

25は E群のヴァ 1)エーションと理解すること

も可能であろう。 26は街貝塚式土器。 27は口

縁部は無文，その下に降帯が付けられ，その上

に刺突文，下方には櫛目文を持つ。また口縁内

側には円形刺突文が二列認められる。 28-32は

底部片である。竪穴出土土器の大半をなす上記

I . II群は，一般に鈴谷式土器あるいは恵須取

式などとして理解されるものである。なお石器

類は，全くと言っていいほど発見されなかった。

まとめ
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上記報告のとおり，ここに紹介した竪穴住居

は，鈴谷期あるいは恵須取期の竪穴住居とするこ

とができる。さらにそこに，オホーック文化期の

竪穴住居として知られるものとの共通点が指摘さ

れる。こうした点は，オホーツク文化成立過程を

考えるうえで注呂すべきデータである。
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本論中の土器の説明においてサハリンにお
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北匁l f;j~半島

けるオホーツク文化の形成と変容・消滅Jシン

ポジウムのレジメとは異なる点がある。それは

筆者の怠慢によるものであるが，事実認定は本論

の説くところによっていただきたい。図版作成に

あたっては，天野哲也氏，木山克彦氏のお世話に

なった。深く感謝する。
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Fig.l Main archaeological sites and towns in Sakhalin 
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Fig.2 Location of the excavated area 
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Fig.4遺跡遠景(南から)

Distant view of the excavation 

(from the south) 

Fig.5遺跡遠景(対岸から)
Distant view of the excavation 
(from the opposite side of the revier) 

f 

Fig.3 Detail map of the excavated area 
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Fig.6 発掘された竪穴住居(南から)

Pit司 dwellingunearthed 

(from the south) 
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Fig.7 炉t止で発見された土器出土状態

Pottery fragments found in the 
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Fig.8 Plan and cross section of the excavated area 

(Number in or near each hole shows the depth from the floor) 

1 :surface sod; 2:grey sand with charcoal; 3:grey soil; 4:gr巴ysand with charcoal; 5:organic 

material layer; 6:black soil; 7:black sand with ash; 8:1ayer just above the floor; 9:brown 

hard sand; lO:yellow sand; and 11 :black soil 

37 



h
M
M
H
H
H・

ヰ

門
川
川
口
什

H
U
勺
4

爪
什
H
H
H
F
I

Fig.9 Pottery from the pit dwelling (1) Scale 112 
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Fig.l0 Pottery from the pit dwelling (2) Scale 1/2 
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Fig.ll Pottery from the pit dwelling (3) Scale 1/2 
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